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里親のみなさまから送っ
ていただいた苗木。北海
道の寒い冬を越え、春を
迎えて、新たにたくさん
の芽が出ています。

種まき塾より

苗を育ててくださったみなさん、ありが

とうございました。芽が出ず残念だった

方がたくさんいらっしゃいましたが、春

を迎えて続々と芽が出てきています。か

けていただいた愛情はむだにはなりませ

んので、ご安心ください。

　
こ
の
た
び
、
コ
ス
モ
石
油
エ
コ
カ
ー
ド
基

金
理
事
長
に
就
任
し
ま
し
た
荻
原
宏
彦
と
申

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
コ
ス
モ
石
油
エ
コ
カ
ー
ド
基
金
は
、「
ず
っ

と
地
球
で
暮
ら
そ
う
。」
と
い
う
理
念
の
も

と
活
動
に
取
り
組
み
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
支

え
ら
れ
て
、
昨
年
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

大
き
な
節
目
と
な
っ
た
こ
の
年
は
、
東
日
本

大
震
災
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
含
め
た

5
つ
の
活
動
を
開
始
し
た
一
方
、
会
員
の
皆

さ
ま
に
少
し
で
も
活
動
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
こ
う
と
　
い
の
ち
と
コ
コ
ロ
を
育
む

「
種
ま
き
塾
の
里
親
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ま
ご
自
身

が
種
を
蒔
き
、
約
1
カ
月
間
育
て
て
く
だ

さ
っ
た
小
さ
な
苗
は
、
や
が
て
数
十
セ
ン
チ

の
苗
木
と
な
り
、
何
十
年
か
後
に
は
北
海
道

の
大
地
を
彩
る
豊
か
な
緑
の
一
部
と
な
る
で

し
ょ
う
。
一
千
人
を
超
え
る
会
員
の
皆
さ
ま

に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
私
た
ち
は
エ
コ
カ
ー
ド
会

員
の
皆
さ
ま
と
地
球
環
境
保
全
へ
の
想
い
を

共
に
し
、
今
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
１０
年
目
を
記
念
し
て
何
か
特
別
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
い
、
た
だ
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
な
く
、
い
つ
も
ご
支
持
を
い
た
だ
い
て
い

る
会
員
の
皆
さ
ま
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
形

で
、
と
い
う
想
い
が
、
こ
の
「
種
ま
き
塾
の
里

親
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
出
発
点
で
し
た
。

　
里
親
様
に
栽
培
キ
ッ
ト
を
お
送
り
し
て
、

種
か
ら
苗
木
を
育
て
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
昨
年
の
活
動
報
告
書

で
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
、
１
３
５
２
人
と

い
う
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
昨
年
９
月
か
ら
１０
月
頃
ま
で
の
間
、
里

親
様
の
も
と
で
育
て
ら
れ
た
苗
木
を
種
ま
き

塾
に
返
送
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
苗
は
、
今
後
数
年
か
け
て
成
長
し
、
北
海

道
各
地
の
植
林
に
使
わ
れ
ま
す
。

（
３
ペ
ー
ジ
目
に
つ
づ
く
）

会
員
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、

よ
り
よ
い
未
来
を
目
指
し
ま
す
。

コスモ石油エコカード基金
理事長

荻原 宏彦

理事長メッセージ
里親プロジェクトの実施

P1

「ずっと地球で暮らそう。」プロジェクトに
ついて ～新しいプロジェクトが増えました

P2

トピックスP3

プロジェクト紹介（2011年度の活動報告）P4～6

収支報告
コスモ・ザ・カードのご案内

P7

エコカード基金ホームページのご紹介
エコツアーのお知らせ
2011年報告書アンケート結果

P8

エ
コ
カ
ー
ド
基
金
の
１０
周
年
を
記
念
し
て

い
の
ち
と
コ
コ
ロ
を
育
む

「
種
ま
き
塾
の

  

里
親
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施

「
種
ま
き
塾
の

  

里
親
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施

植林予定地の一つ、旧
富良野プリンスホテル
のゴルフ場。ここは森
に還すべく、植林が進
められています。

返送していただいたたくさんの栽培キット。
この日も新しい芽が出ていました。

冬を越えた 5月の富良野。遠くに十勝岳を望みます。

エコカード基金
事務局でも育て
ました！

【プロジェクトの流れ】

栽培キットを
お届け

会員のお手元で
種まき・発芽

種まき塾に
返送・成長

苗木として植林

7月

8～10月

数年後

HOKKA
IDO

From

理事長メッセージ
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「ずっと地球で暮らそう。」プロジェクトについて

ム
サ
サ
ビ
と
共
に
暮
ら
す

里
山
再
生
（
山
梨
県
）

「生物多様性保全」をテーマに新しく４つのプロジェクトが追加されました。

　
山
梨
県
都
留
市
周
辺
に
は
里
山
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
戦
後
の
林
業
計
画
や
住
宅
開
発
に
よ

り
、
山
林
は
荒
廃
し
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て

い
る
状
態
で
す
。
里
山
の
生
き
も
の
で
あ
る
ム
サ
サ

ビ
は
、
す
み
か
と
な
る
大
き
な
洞
（
う
ろ
）
の
あ
る

大
木
や
、
え
さ
と
な
る
葉
や
実
を
つ
け
る
樹
木
、
飛

び
回
る
こ
と
の
で
き
る
適
度
な
間
隔
の
森
林
の
あ

る
土
地
に
生
息
し
ま
す
。
現
在
、
都
留
市
の
ム
サ
サ

ビ
は
数
が
減
っ
て
い
ま
す
が
、
再
び
た
く
さ
ん
の
ム

サ
サ
ビ
が
暮
ら
せ
る

森
を
取
り
戻
す
こ
と

で
、
他
の
さ
ま
ざ
ま

な
生
き
も
の
に
も
暮

ら
し
や
す
い
生
物
多

様
性
の
豊
か
な
里
山

を
再
生
し
よ
う
と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。ど

ん
ぐ
り
の
森

里
山
再
生
（
長
野
県
）

　
里
山
保
全
を
進
め
て
い
た
地
域
で
山
火
事
が
発
生

し
焼
失
し
た
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
を
、
地
域
住
民
や

地
元
の
子
ど
も
た
ち
、
都
会
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
と
と
も
に
植
林
を
行
い
、
交
流
や
環
境
教
育

を
し
な
が
ら
里
山
を
再
生
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。「
ど
ん
ぐ
り
の
森
」
と
は
、
地
元
の
子
ど
も
た

ち
に
ど
ん
ぐ
り
か
ら
苗
木
を
育
て
て
も
ら
い
、
山
火

事
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
森
林
に
還
す「
ど
ん
ぐ
り
還

し
」
計
画
を
通
じ
て
、

再
び
ど
ん
ぐ
り
が
拾

え
る
広
葉
樹
の
森
を

取
り
戻
そ
う
と
い
う

願
い
を
込
め
て
名
付

け
ま
し
た
。

ビ
オ
ト
ー
プ
浮
島

水
辺
の
生
態
系
回
復
（
埼
玉
県
他
）

　
開
発
に
よ
り
都
市
や
住
宅
地
が
で
き
、
便
利
で
豊

か
な
暮
ら
し
が
広
が
る
一
方
で
、
生
活
排
水
が
流
れ

込
む
川
や
湖
沼
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
護
岸
が
施

さ
れ
、
自
然
の
浄
化
機
能
が
低
下
し
て
水
質
悪
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
環
境
に
、
間
伐
材
な
ど

を
使
っ
た
浮
島
を
設
置
し
、
浮
島
に
生
え
る
ア
シ
や

周
り
に
集
ま
る
生
物
に
よ
っ
て
水
質
浄
化
を
促
し
、

さ
ら
に
水
辺
の
生
態

系
の
回
復
を
め
ざ
し

ま
す
。
ま
た
、
浮
島

づ
く
り
の
際
に
は
市

民
や
子
ど
も
、
企
業
、

行
政
な
ど
に
参
加
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、

問
題
の
理
解
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

南
太
平
洋
諸
国
生
態
系

保
全
（
日
本
、
南
太
平
洋
諸
国
）

　
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
や
フ
ィ
ジ
ー
、バ
ヌ
ア
ツ
、

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
な
ど
の
南
太
平
洋
島
し
ょ
諸
国

は
、
世
界
有
数
の
熱
帯
原
生
林
が
あ
り
、
生
物
多

様
性
の
高
い
地
域
で
す
。
し
か
し
一
方
で
、
極
楽
鳥

や
木
登
り
カ
ン
ガ
ル
ー
、
希
少
な
ラ
ン
な
ど
、
早
急

な
保
護
が
必
要
な
動
植
物
も
数
多
く
存
在
し
ま
す
。

生
物
多
様
性
へ
の
脅
威
で
あ
る
資
源
の
乱
開
発
や

自
然
環
境
の
破
壊
に
対
し
て
、
各
国
で
は
課
題
を

認
識
し
て
い
る
も
の
の
、
有
効
な
解
決
策
を
見
い
だ

せ
て
い
ま
せ
ん
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
熱
帯
生
態

系
の
持
続
的
な
保
護
の
た
め
に
、
環
境
・
経
済
シ
ス

テ
ム
・
慣
習
・
文
化
・

教
育
・
法
制
度
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
課
題
を
分
析
し
、

処
方
箋
と
な
る
ノ
ウ

ハ
ウ
を
開
発
・
展
開

す
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。

P6でも紹介

巣箱から顔を出したムササビどんぐりから苗木を育てて森へ還す

道なきジャングルの調査行 数年前に設置した浮島には
鳥や魚も集まる

　コスモ石油エコカード基金では、「国
内外の環境修復と保全」および「次世代
の育成」をテーマに、持続可能な社会の
実現をめざしています。
　本基金で展開している「ずっと地球で
暮らそう。」プロジェクトでは、「地球温
暖化問題への取り組み」と「生物多様性
の保全」という2つの分野について、環
境問題には、貧困、食糧難、教育など、
さまざまな社会的な課題が密接に関連
しているという現実を踏まえ、本質的な
問題解決に取り組んでいます。
　2011年度からは、4件のプロジェクト
が募集・選考を経て新たに追加されると
ともに、東日本大震災の発生を受けて、
東北の地域再生に貢献する1件のプロ
ジェクトの支援を決定しました。

持続可能な社会の実現

国内外の環境修復と保全 次世代の育成

地球環境問題

2011年度のプロジェクト

New 募集・選考を経て新たに
追加されたプロジェクト

地球温暖化問題への取り組み 生物多様性の保全

① 熱帯雨林保全
（パプアニューギニア／ソロモン）

② シルクロード緑化
（中国）

③ 南太平洋諸国支援
（キリバス／ツバル）

④ 秦嶺山脈 森林・生態系回復
（中国）

⑤ 内モンゴル緑化
（中国）

⑥ 北タイ山岳地帯 共有林地図作成
（タイ）

⑦ さとやま学校
（長野県）

⑧ 野口健 環境学校
（日本国内）

⑨ 学校の環境教育支援
（日本国内）

⑩ 種まき塾
（北海道）

⑪ どんぐりの森 里山再生
（長野県）

⑫ ビオトープ浮島 水辺の生態系回復
（埼玉県他）

⑬ 南太平洋諸国生態系保全
（日本、南太平洋諸国）

⑭ ムササビとともに暮らす 里山再生
（山梨県）

⑮ 東日本大震災復興支援 森は海の恋人
（宮城県）

New

New

New

New
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「
種
ま
き
塾
の
里
親
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
ご
報
告

　（
1
ペ
ー
ジ
目
か
ら
つ
づ
く
） 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

は
、エ
コ
カ
ー
ド
会
員
１
３
５
２
人
の
ご
応
募
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。栽
培
キ
ッ
ト
に
は
、富
良
野
の

山
か
ら
採
っ
た「
土
」と「
種
」を
使
用
。種
は
発
芽

し
や
す
さ
と
将
来
の
植
林
用
途
を
考
え
て
、「
ハ
ル

ニ
レ
」と「
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」の
２
種
類
と
し
ま

し
た
。約
２
カ
月
後
、栽
培
キ
ッ
ト
を
種
ま
き
塾
に

返
送
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、７
３
７
人
の
里
親

の
方
々
、返
送
時
点
で
発
芽
し
て
い
た
の
は
３
割

ほ
ど
で
、ほ
ぼ
す
べ
て
ハ
ル
ニ
レ
の
芽
で
し
た
。里

親
様
の
手
元
で
芽
が
出
な
く
て
も
、冬
を
越
え
て
、

こ
の
春
に
新
た
に
発
芽
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

５
月
中
旬
に
視
察
に
訪
れ
た
際
に

は
、ハ
ル
ニ
レ
の
芽
が
た
く
さ
ん

出
て
い
ま
し
た
。種
ま
き
塾
に
よ

る
と
、夏
に
か
け
て
徐
々
に
エ
ゾ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
芽
が
出
て
く
る
そ

う
で
す
。こ
れ
ら
の
芽
は
、夏
の
終

わ
り
ご
ろ
に
は
大
き
い
も
の
か
ら

順
に
地
面
に
植
え
替
え
ら
れ
、次

の
冬
を
越
え
ま
す
。そ
し
て
、３
年

か
ら
５
年
ほ
ど
か
け
て
、植
林
に

使
う
苗
木
に
育
て
ま
す
。成
長
の

様
子
は
、今
後
も
お
知
ら
せ
し
て

ま
い
り
ま
す
。

里
山
に
植
林
を
し
て
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る

東日本大震災復興支援
森は海の恋人

　
エ
コ
カ
ー
ド
基
金
は「
環
境
」と
い
う
視
点

か
ら
の
震
災
復
興
支
援
と
し
て
、地
震
と
津
波

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
・
気
仙
沼

市
で
里
山
の
植
林
活
動
を
す
る
N
P
O
法
人

「
森
は
海
の
恋
人
」を
支
援
し
ま
し
た
。植
林
を

し
て
里
山
が
豊
か
に
な
る
と
、川
か
ら
海
に
流

れ
込
む
栄
養
分
が
三
陸
の
海
を
豊
か
に
し
て

く
れ
ま
す
。2
0
1
1
年
6
月
5
日
に
、岩
手

県
一
関
市
で
23
年
目
と
な
る
植
樹
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。約
千
二
百
人
も
の
参
加
者
が
集
ま

り
、復
興
へ
の
想
い
を
込
め
て
約
千
本
の
苗

木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、8
月
に
は
、将
来
の
自
然
環
境
を
担

う
子
ど
も
た
ち
へ
の
環
境
教
育
と
し
て
、3

泊
4
日
の
子
ど
も
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
行
い

ま
し
た
。川
遊
び
や
生
き
も
の
観
察
、ツ
リ
ー

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
し
て
大
い
に
楽
し
み
ま
し

た
。後
日
、保
護
者
か
ら
は「
子
ど
も
の
笑
顔

が
戻
っ
た
」と
い
う
感
謝
の
言
葉
を
た
く
さ

ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

エコカード基金
10周年記念

右の小さいのがこの春に出た芽
（～5cmほど）。左の大きいのが
昨秋に出た芽（20～30cm位）

植樹祭には地元の
子どもたちも数多
く参加

笑顔がはじけたツ
リークライミング

植え替えを待つ苗畑。中央は３年物のエ
ゾマツ、右手には５年物のエゾヤマザク
ラが育っています

芽が出た方、残念ながら芽が出なかった方からも
たくさんのメッセージをいただきました。

2 0 1 1 年 度 ハ イ ラ イ ト

新プロジェクトでエコツアーを開催

ム
サ
サ
ビ
と
と
も
に
暮
ら
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埼玉県久喜市の権現堂調節池で
2011年9月18日に開催された「行幸
湖浮きウキフェスタ」のプログラム
として浮島づくりが行われました。
当日は汗ばむ陽気の中、フェスタの
参加者とともに、15人のエコカード
会員とそのご家族・ご友人にご参加
いただきました。

3mを超える丸太や竹を組んでいか
だをつくり、間伐材からの炭をココ
ヤシの袋に詰めたものをくくりつけ
て完成、重量は約600キロにもなり
ます。当日は9基の浮島をつくりまし
た。写真手前が今回の浮島です。奥に
写る数年前の浮島のように、いずれ
植物が茂り、生きものが集まるよう
になるでしょう。

い
の
ち
と
コ
コ
ロ
を
育
む

山梨県都留市で2011年10月9日・
10日に、1泊2日で開催。秋の暖かな
日差しの中、19人のエコカード会員
とそのご家族・ご友人総勢45人にお
集まりいただきました。森の生態系
の役割、ムササビが住むことができ
る森づくりについてお話いただき、
のこぎりを手に間伐・除伐を体験し
ました。

間伐体験をした森近くの神社にムサ
サビのすむ大木があります。夜行性
のムササビが、ねぐらとなる洞（う
ろ）からえさ取りに飛び立つ「日没」
の時間と、森から戻る「日の出」の時
間に待ち構えて観察。じっと静かに
息をひそめて待った甲斐あって、幸
運にも全員がムササビを見ることが
できました。

エゾヤマザクラの花
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【中国】

【タイ】
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サンバム村の住民と植林
西北大学学生による植樹

みんなで話し合いながら地図作りを
進めていきます

白神山地で川に浸かりながら進む

成長して実がなった沙棘

農家の方に昔の農機具の使い方を教わる

稲作実習で収穫した米を脱穀する

今年植えた苗もすくすく育ってほしい

地元の小学生もマングローブの植林に参加

子ども向けのごみ処理教育用ボードゲーム
「Go-Meee!（ゴーミー）」を囲んで

エコカード会員×1.5人の支援
（寄付金500円／人）で、
1回の有機定置農業講習を
受けることができました。

　パプアニューギニアで、安定した食糧自給や現金収入の
ために、農業の技術指導と普及に取り組んでいます。2011
年度は農業指導をした農家が作物の販売により貯金をして
店を出すケースが生まれるなど、明るいニュースがたくさ
んありました。卒業した研修生の追跡調査では、小規模でも
地道に継続している例が多くみられました。サンバム村で
は森の重要性が理解され、熱帯雨林保全の覚書を取り交わ
すことができました。

パプアニューギニア ： 熱帯雨林保全1 -1

エコカード会員×360人の支援
（寄付金500円／人）で、
研修生1人が1年間、農業研修を
受けました。

　ソロモン諸島にて、過剰な焼畑農業を抑制し、安定した食
糧自給や現金収入を確保するために、
定置型有機農業の技術指導と普及に
取り組んでいます。2011年度は、20
人に1年間の研修を実施しました。専
門家による肥料の分析や、精米所の
設置等により、米の栽培・販売も徐々
に増えてきています。

ソロモン ： 熱帯雨林保全1 -2

エコカード会員×1人の支援
（寄付金500円／人）で、
28本のサジーの植林ができました。

　シルクロードの地、中国の黄土高原では急速に沙漠化が
進んでいます。そこで、経済的な価値があり現地の気候に合
う沙棘（サジー）を植林するべく、苗育成基地をつくって、地
元の農民に苗を供給しています。2011年度は、50年に一度
の大規模な干ばつにより、昨年植えた苗の多くが枯れてし
まいました。しかし、数年前に植林した沙棘の中には、順調
に育って実をつけはじめたものもあり、将来への期待もみ
えてきました。

中国 ： シルクロード緑化2
エコカード会員×1人の支援
（寄付金500円／人）で、
マングローブを1.3本、
植えることができました。

　南太平洋にあるキリバスは海抜が低く、海水面の上昇や
波による土地の浸食が起こっています。そこで、海岸の浸食
を防ぐためのマングローブ植林を、地元の若者や子どもた
ちとともに行っています。2011年度は、10月と翌2月に、あ
わせて8,413本のマングローブの種子を植えました。昨年の
植林分は75％が根付くなど、安定した成果が出ています。
2012年度も地元の住民たちと共同で植林をつづけます。

キリバス ： 南太平洋諸国支援3 -1
エコカード会員×24人の支援
（寄付金500円／人）で、環境教育ツールを
1つつくり、子どもたちが
ごみ問題について学ぶことができました。

　南太平洋のツバルでは海岸の浸食を防ぐマングローブ植
林と、子どもたちへのごみ問題の啓発活動を行っています。
2011年度は干ばつの被害を受けたものの、現地小学生とと
もに行った1,200本の植林をはじ
め、広範囲で植林を行いました。
また、昨年制作した子ども向けの
ごみ処理教育用ボードゲームの
現地語版を制作・配布しました。

ツバル ： 南太平洋諸国支援3 -2
エコカード会員×1人の支援
（寄付金500円／人）で、
12本の松の苗木を植林しました。

　絶滅危惧種のキンシコウやジャイアントパンダなど、希
少動物の宝庫である秦嶺山脈において、動物の移動を妨げ
る林道へ植林することで、森の生物多様性を取り戻すこと
が目標です。2011年度は14kmの道路に11,000本を植林
しました。大学での環境講座や、キンシコウの生態について
の研究の支援も継続
しています。

中国 ： 秦嶺（シンレイ）山脈 森林・生態系回復4
エコカード会員×1人の支援
（寄付金500円／人）で、
1人の小学生が環境教育を受けました。

　沙漠化が進んでいる中国の内モンゴル自治区において、
経済的価値の高い沙棘（サジー）の植林と、現地の小中学生
に環境教育を実施しています。
　2011年度は、苗基地の大規模な土壌改良を行い、現地住
民やツアー参加者により、20万本の沙棘挿し木ができまし
た。植林から3年目の沙棘には実がなったものも多く、成果
を実感することができました。地元住民の意欲も高まって
おり、さらに活動を推進していきます。

中国 ： 内モンゴル緑化5
エコカード会員×910人の支援
（寄付金500円／人）で、
1つの村の共有林の地図と
「村の百科事典」を作成しました。

　北タイ山岳部で、地元住民が森を利用して持続可能な暮
らしを営むために、国有化された森を「共有林」として申請
するのに必要な地図づくりをしています。また、村のさまざ
まな情報をまとめた「村の百科事典」を地図とあわせて作成
します。2011年度は6村で地図を作成しました。作成した地
図を、国との話し合いで使用するケースもでてきており、活
用されはじめています。

タイ ： 北タイ山岳地帯 共有林地図作成6

エコカード会員×60人の支援
（寄付金500円／人）で、
小学生1人が学校田で稲作を体験し、
環境教育を受けました。

　「里山」の保全・再生と、次世代を担う人材の育成を目的
に、長野県飯綱町の耕作放棄地を活用し、農業教育プログラ
ム「さとやま学校」を実施しています。飯綱町の農家の苗を
都会の学校にある田んぼで育
て、農家が学校に出張して授業
を行うことで、食農や環境への
意識の向上をめざします。また、
雑穀栽培・販売や農作業体験ツ
アーなども行い、農村と都市部
の交流を高めています。

日本 ： さとやま学校7

エコカード会員×217人の支援
（寄付金500円／人）で、
“環境メッセンジャー”1人が
誕生しました。

　自分から環境に対して働きかけ、多くの人にメッセージ
を発信できる「環境メッセンジャー」の育成を目的に、アル
ピニストの野口健さんを校長とした「環境学校」を開催して
います。2011年度は佐渡島と白神山地で各1回開催し、延べ
36人が参加しました。佐渡島では、トキの保護について学
びました。白神山地では、3日間かけて険しい沢や山道など
を通り、大いなる自然を感じました。

日本 ： 野口健 環境学校8

プロジェクトを展開している地域

プロジェクト概要
当基金は2002年4月に発行を開始した『コ
スモ･ザ･カード･ハウス「エコ」』と、2006
年6月に発行開始した『コスモ･ザ･カード･
オーパス「エコ」』の会員（以下「エコカード
会員」）の皆さまからの年間500円の寄付
金と、コスモ石油グループの寄付金をも
とに、地球環境貢献活動「ずっと地球で暮
らそう。」プロジェクトを展開し、今年で11
年目を迎えました。
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皆さまからの寄付金
が、2011年度は15プ

ロジェクトの支援に
使われました。

各活動のプロジェク
トパートナーととも

に、日本や世界各地
で行った活動をご報

告します。

プロジェクト紹介

より詳しい情報が掲
載されています。　

「コスモ石油エコカ
ード基金」のホームペ

ージを、

ぜひご覧ください。

http://www.cosmo-o
il.co.jp/kankyo/

ホーム ＞ 環境活動 
＞ コスモ石油エコカ

ード基金 
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一つ一つ、
ていねいに
植林します

マングローブです。
海岸は私が守る！

育て！
環境メッセンジャー

「村の百科事典」
表紙の絵は
村の子どもが
描きました
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エコカード会員×975人の支援
（寄付金500円／人）で、
1校の小中学校が1年間、
環境教育を受けました。

　自然体験プログラムなどのノウハウ
を持つ日本各地のNPOと学校をつな
ぎ、環境教育プログラムを提供します。
2011年度は日本国内の10校を支援しました。実施の際は、
教員との打ち合わせや、事前学習・ふりかえりをしっかりと
行い、心に残る環境教育を行いました。2011年度で活動は
終了となりましたが、子どもたちがこのプロジェクトで学
んだことを暮らしに活かし、よりよい未来をつくってくれ
ることを期待しています。

日本 ： 学校の環境教育支援9
エコカード会員×1人の支援
（寄付金500円／人）で、
3本の苗木を供給しました。

　「ココロと大地にタネを蒔く」をスローガンに、樹木の種
や実生（種から発芽したばかりの木）を集めて成長させ、北
海道内で植林する団体に苗木を提供しています。地域に
元々ある樹種を植えることが、本来の植生回復につながる
と考え、赤エゾマツやミズナラなどを育成しています。
2011年度は8,008本の苗木を提供し、育苗・種まき体験に
は延べ620人が参加しました。また、里親プロジェクトに苗
木育成のノウハウや技術を提供しています。

日本 ： 種まき塾10

エコカード会員×103人の支援
（寄付金500円／人）で、
ムササビの観察入山調査が
1回できました。

　富士山の北東でムササビと人が共生する森をつくるこ
のプロジェクト、初年度は約100回にわたる入山調査を行
いました。その結果、活動のフィールドとなる神社周辺の
森で行ったムササビの生態調査では、2頭が生息している
ことがわかり、繁殖している可能性もみられました。また、
周辺の山林を多くの野生生物が通過していることもわ
かっています。今後は、これまで放置されてきた山林を整
備しながら、山林が生きもののえさ場となるよう、広葉樹
の植林などを検討していきます。

「2011年度ハイライト」内で報告しています。
3ページをご覧ください。

日本 ： ムササビとともに暮らす 里山再生14

エコカード会員×1人の支援
（寄付金500円／人）で、
0.6本の植林ができました。

　山火事跡から里山の復興を目指すプロジェクトです。ま
ずは植樹ツアーを実施し、県外から集まった方々と地元ボ
ランティアの方々によって、コナラやヤマボウシなどの苗
木5,600本を、1.5ヘクタールの里山に植樹しました。そし
て、「どんぐりの森」をつくるためにどんぐりから木を育て
る計画もスタートしました。保育園の園児たちが、散歩のと
きに拾い集めたたくさんのどんぐりを、1粒ずつポットや
畑に蒔きました。このどんぐりから苗木を育て、2013年の
春に植樹する予定です。

日本 ： どんぐりの森 里山再生11

エコカード会員×20人の支援
（寄付金500円／人）で、
1人がビオトープ浮島作成を
体験しました。

　2011年度は、埼玉県久喜市の権現堂調整池、埼玉県越谷
市の大相模調整池、千葉県成田市の坂田ヶ池総合公園の3
カ所で浮島づくりを実施しました。各地で子どもたちや大
学生を含む80～250人ほどが参加し、3.5m四方くらいの
大きさの浮島を2～9基制作しました。浮島は、間伐材や竹
材をいかだ状に組み、間伐材からつくった炭などをココヤ
シの袋に詰めてくくりつけたもの
で、林業振興の一助にな
り、炭による水質浄化の
機能も持っています。

日本 ： ビオトープ浮島 水辺の生態系回復12
エコカード会員×5人の支援
（寄付金500円／人）で、
1人にシンポジウムで生物多様性保全の
大切さを伝えることができました。

　2011年度は、パプアニューギニアの現状把握と分析を
行いました。「生態系・環境」「コミュニティ・教育・文化」「経
済・農林」「知財・企業」「法制度」の5つの部会をつくり、専門
的な検討を進めています。8月にはパプアニューギニアの
現地調査、2012年3月には中央大学駿河台記念館にて、国
際ワークショップを開催しました。特にパプアニューギニ
アでは、国土の97％が個人・共同体所有なので、生物多様性
保護のためには土地改革が必要であることがわかりまし
た。さらに検討を進め、有効な
提案を検討していきます。

日本、南太平洋諸国：南太平洋諸国生態系保全13

日本 ： 東日本大震災復興支援　森は海の恋人15

洞（うろ）の真ん中で目が光っているのが見えますか？
これがムササビです

国際ワークショップ

みんなで協力して浮島を組み立てていきます

園児たちがどんぐりを畑に蒔くところ

広い苗畑に色々な年数の苗

鹿児島・田んぼで生きもの調査9
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プロジェクト紹介
http://www.cosmo

-oil.co.jp/kankyo/

ホーム ＞ 環境活動 
＞ コスモ石油エコカ

ード基金 

皆さまからの寄付金が、2011年度は15プロジェクトの
支援に使われました。
各活動のプロジェクトパートナーとともに、日本や世
界各地で行った活動をご報告します。

7
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収支報告

コスモ・ザ・カードのご紹介

【収入合計】 【支出合計】※ CTS：コスモトレードアンドサービス、
　 CLC：コスモ石油ルブリカンツ

【資産規模と会員数の推移】

前年度繰越金 収入 支出 次年度繰越金 エコカード会員数
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●補足説明
2011年度は新たに5つのプロジェクトが加わり、支出合計は1億12百万円となりました。
収入は、コスモトレードアンドサービスからの東日本復興支援拠出金が加わり、合計9千
7百万円です。これに前年度繰越金8千2百万円を加算し、来年度への繰越金は6千7百
万円となりました。

私は、コスモ石油エコカード基金の委嘱に基づき、同基金の2011年度（2011
年4年1日～2012年3月31日）の収支計算書についてレビューを行った。この
収支計算書の作成責任は基金の代表者にあり、私の責任は、独立の立場から実
施したレビューに基づき収支計算書に対する結論を表明することにある。
日本公認会計士協会監査・保証実務委員会研究報告第20号「公認会計士等が行
う保証業務等に関する研究報告」に準拠してレビューを行った。その結果、上記
の収支計算書が、我が国において一般に公正妥当と考えられる収支計算の基
準に準拠して、基金の収支の状況を適正に表示していないと認められる事項
は、すべての重要な点において発見されなかった。

2012年5 月16日　公認会計士  加藤 俊也

収支計算書に対する独立した公認会計士のレビュー報告書（抜粋）

コスモ・ザ・カード・オーパス「エコ」、コスモ・ザ・カード・ハウス「エコ」は、
「地球のために何かしたい」という思いを実現するための、
どなたでも参加できるカードです。
コスモ・ザ・カード・オーパス「エコ」、コスモ・ザ・カード・ハウス「エコ」は、お客さまから毎年お預かりしている
500円とコスモ石油グループからの寄付金を、環境保全活動を行うNPOや公益法人などに寄付することで、そ
の活動をサポートしていきます。

入会後、および次年度以降の入会月に
500 円の寄付をお預かりします

コスモ・ザ・カード・オーパス「エコ」
コスモ・ザ・カード・ハウス「エコ」

会員の皆さまからの寄付
コスモ石油
グループの寄付 「ずっと地球で暮らそう。」

プロジェクトを運営

地球環境保全をサポートする

コスモ・ザ・カード・
ハウス「エコ」

月～土曜・祝日／　9:15～17:30
日曜日／10:00～17:30

0120-987-622
03-4330-1660 携帯電話専用

コスモ・ザ・カード・ハウス「エコ」
コスモ石油のカードに関するお問い合わせ先

年中無休  9:00～21:00

コスモ・ザ・カード・オーパス「エコ」

022-771-1500北日本

043-296-6200東京

059-353-2100中部

06-4863-0100大阪

大気汚染物質の低減のため、DPF装着車が普及していますが、従来の
ディーゼルエンジン油では目詰まりを起こしやすく、触媒の性能を低
下させるという問題がありました。コスモECOディーゼルシリーズ
は、この問題を起こす成分を削減し、
さらにエンジンの長寿命化・省燃費
化に貢献する製品です。
この製品の売上の一部がコスモ石油
エコカード基金に寄付されていま
す。2011年度は、9,581,510円 が拠
出されました。

コスモ石油ルブリカンツ株式会社
環境対応ディーゼルエンジンオイル

株式会社コスモトレードアンドサービス
充電制御システム搭載車向け環境配慮型バッテリー

充電受入性が高く、バッテリー充電のためのオルタ
ネータ（自動車の発電機）を動かす燃料を節約できる
ため、CO2排出量削減・燃費
向上に貢献する製品です。
この製品の売上の一部がコ
スモ石油エコカード基金に
寄付されています。2011年
度は、2,152,270円が拠出
されました。

コスモ・ザ・カード・
オーパス「エコ」

’11年度支出合計

’12年度繰越金
67,228,311円

112,773,839円

熱帯雨林保全（パプアニューギニア）　10,514,642円

秦嶺山脈  森林・生態系回復
4,500,000円

熱帯雨林保全（ソロモン）
9,584,000円

シルクロード緑化
4,890,000円

南太平洋諸国支援（キリバス）
 2,171,299円

南太平洋諸国支援（ツバル）
 2,652,810円

種まき塾  10,350,000円
さとやま学校　3,567,903円
内モンゴル緑化  3,857,000円

ムササビとともに暮らす 里山再生
5,000,000円

どんぐりの森 里山再生
4,623,732円

北タイ山岳地帯  共有林地図作成
3,100,156円

活動報告書作成・発送費
11,913,838円
2010年度収支レビュー費
300,000円

管理費（評議員謝礼・他） 1,855,532円10周年記念企画・里親プロジェクト
8,238,312円

学校の環境教育支援
 5,929,630円

野口健 環境学校
 4,091,133円

エコツアー費用
1,438,500円

ビオトープ浮島 水辺の生態系回復
4,964,424円

南太平洋諸国生態系保全
5,000,000円

東日本大震災復興支援
森は海の恋人
4,230,928円

’11年度収入合計
97,715,962円

カード会員拠出金
39,430,500円

コスモ石油拠出金
39,368,149円

クリック募金
6,344,057円

CLC※拠出金
9,581,510円

CTS※拠出金
2,152,270円

預金利息・他収入
110,516円

CTS・東日本復興支援拠出金
728,960円

’10年度繰越金
82,286,188円

http://www.cosmo-lube.co.jp/lub/lubproduct10.html http://www.cosmo-trade.com/goods/carcare/ecor.html

コスモECOディーゼルシリーズ ECO.R
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〒105-8528　東京都港区芝浦一丁目1番1号東芝ビル　コスモ石油株式会社コーポレートコミュニケーション部CSR・環境室内
コスモ石油エコカード基金事務局　TEL 03-3798-3134

●「わかりやすさ」について

●「読みやすさ」について

2011 わかりやすい　60.8％ 普通　36.4％

わかりやすい　54.6％ 普通　41.7％

わかりにくい　1.2％
無回答　1.6％

わかりにくい　2.6％
無回答　1.1％

2010

2011

2010

読みやすい　48.5％ 普通　45.5％

読みやすい　43.0％ 普通　49.6％

読みにくい　4.0％
無回答　1.9％

読みにくい　5.3％
無回答　2.1％

プロジェクトの全ぼうを詳しくお知らせするホームページとともに、現地視察の様
子などナマの情報をお届けする事務局レポート（ブログ）をご用意しています。

フィリピン・パラワン島での循環型農業支援プロジェクトは、地場産業に乏しい当

地の気候風土に適したエリ蚕飼育を行い、蚕から糸を紡ぎ、シルク製品を製造する

ことで、女性の経済的自立につなげることが目的です。さまざまな指導・訓練の末、

最終年までに品質管理と組織の運営、販売ルートを確立できました。指導を受けた

女性たちからは、「エリ蚕の飼育から糸紡ぎ、地機織りまでたくさんの技術を身につ

けることができました（ジュネピさん）」「自分で紡いだ糸でスカーフを織るのはと

ても楽しく、製品が売れてお金が入ると最高にうれしいです。もっと努力して最高

級品を作ります（マグダレナさん）」「はじめは何のためにしているのか理解できま

せんでしたが、今ではエリ蚕の事業が仕事だけでなく、収入の途をも作っているこ

とがわかりました（アナリンさん）」な

どの声をいただいており、今もいきい

きと仕事に取り組んでいます。

コスモ石油は、毎年12月に行われるエコプロダクツ展に毎年出展しています。
2011年は、エコカード基金のプロジェクト紹介を
中心にブースをつくり、たくさんの人に活動を
知っていただきました。

活動報告書には、毎年、ア
ンケートを同封しており、
たくさんの方々にご回答
いただいています。皆さま
の意見をもとに、年々、読
みやすさ、わかりやすさが
向上しています。今年もぜ
ひご意見・ご感想をお寄せ
ください。

コスモ石油のクリック募金サイトでは、お好きなプロジェクトを選んでクリックす
ると、クリックの数だけコスモ石油がエコカード基金に寄付します（クリックは1人
1日1回まで）。　2011年度は6,344,057回（＝円）のクリックがありました。

http://www.cosmo-oil.co.jp/kankyo/charity/
ホーム＞環境活動＞クリック募金

モバイル版クリック募金
には、コスモ石油公式モバ
イルサイトからも参加で
きます。

モバイル版クリック募金はこちらから

昨年までのアンケート結果（抜粋）

2002～2010年度  ［ 8 年間支援 ］

T O P I C S
「コスモ石油エコカード基金」のホームページのご紹介

1日1回の募金をインターネットから！

完了したプロジェクト「循環型農業支援（フィリピン）」の今

日本最大の環境展示会「エコプロダクツ2011」に出展

コスモ石油エコカード基金　活動紹介 コスモ石油エコカード基金事務局レポート
http://www.cosmo-oil.co.jp/kankyo/eco/ http://cosmooil.info/

メインステージはエコカード基金のプロジェク
トをイメージしたとても大きな模型。手元の間伐
材の香りに包まれながら、各プロジェクトの紹介
を聞いていただきました。

木製「からくりツリー募金箱」。上から
ビー玉を転がすと森の動物たちが動
きます。期間中、下にたまったビー玉
の数だけコスモ石油が募金します。

2012 年度 エコツアー参加者募集のお知らせ
エコカード基金のプロジェクトを体験するエコツアーに参加してみませんか。
会員の皆さまにご支援いただいているプロジェクトを、実際に「見て」「聞いて」体験
してみてください！

森林整備や広葉樹の植林によって生態系の回復を図り、ムササビの生息域を広げる
プロジェクトです。今回のエコツアーでは、ムササビのすむ森に参加者全員で大き
なクルミやブナの植樹を行います。

実 施 日

場 所
募集人数
費 用

第1回　2012年10月13日（土）
第2回　2012年10月27日（土）
※内容は同じです。
山梨県都留市（東京駅前集合・解散）
30名（予定） ※原則エコカード会員のみ
一人3,000円（予定。食事、集合場所～現地往復バス等含む）

間伐材や竹、炭等、自然に還る素材を使って浮島を作り、湖沼に浮かべるプロジェク
トです。作成した浮島は動植物の生息場所（ビオトープ）となり、水辺の生態系を回
復する一助となります。

実 施 日

場 所

募集人数
費 用

第1回 2012年9月8日（土）　 ※雨天の場合は9日（日）に順延
第2回 2012年10月28日（日）※雨天の場合は11月11日（日）に順延
第1回　香川県仲多度郡・国営讃岐まんのう公園（水鳥池）
第2回　埼玉県幸手市・権現堂調節池（行幸湖）
20名（予定） ※一般参加者もいます
無料

ムササビのすむ森で大きなクルミの植樹体験

ビオトープ浮島づくり体験

※ビオトープ：動植物の生息場所

詳しい資料請求は同封のアンケートまたはホームページからお申し込みください。


